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1　は　じ　め　に

雪腐病は東北地域におけるコムギの安定生産上大きな阻

害要因である。本病には教程の病原菌が関与するが東北地

域ではTブタ烏山α血併闇Jβ（雪腐褐色小粒菌核病菌）F“∫－

〃ri〟椚〃加わ（紅色雪腐病菌）が多いとされている2）。こ

のうち紅色雪腐病菌は伝染経路がまだ十分に解明されてい

ない。

筆者らは，夏期冷涼多湿に経過した1986年に岩手・青森

県のコムギ赤かび病の催病穂から現在西南暖地で多発し問

題となっている従来の赤かび病菌F紬〝ねm r“朋潤とは
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異なる歯を高率に分離し，それを打紬肌血明血加血と同

定した4）。そこで本報では．コムギ赤かび病として穂から

分離された∫机眉目庖椚‥　打沈akが紅色雪腐病としての病原

性を持つのか，つまり紅色雪腐病が種子伝染するか否かを

実際の積雪下で圃場試験により検討した。

2　試　験　方　法

（1）赤かび病に関与する病原菌の調査

，86年と，87年の2年間にわたり，東北農試（厨川）のコム

ギ育種圃場でサンプルを収集し調査した。病原菌の区別は検

鏡により大型分生胞子の大きさ．隔膜数から行った（図1）。
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図1　コムギ赤かび病に快Ⅰ与する2種の針路〝ね刑属菌

（2）圃場試験

1）供試函株：F弘郎け木肌朋：吼毎皿ねFK－1．1986年

7月青森県深浦町のコムギ赤かび病罷病穂（品種：チホ

クコムギ）より単胞子分離。

2）供試品種二　キタカミコムギ（雪腐病抵抗性弱），

ナンブコムギ（雪腐病抵抗性強）。

3）播種：1986年10月2日播種，1処理につき100

粒を10C刊間隔1拉ずつ点描した。

4）供試種子の殺菌：70％エタノールに1分間，次

いで次亜塩素酸ナトリウム溶液（有効塩素此度1．25％）で

3分間処理後，滅菌水で十分洗浄した。

5）処理内容：殺菌種子区…表面殺菌後そのまま播

種。表層接種区・・・フスマバーミキュライト培地で1か月培

養後，畝1ポ当たり150gを10月30日に地表面に散布した。

高濃度汚染種子区＝・2．66×107個ポ1の大型分生胞子懸濁

液に1時間浸潰後，濾紙上で1晩風乾後播種した。低濃度

汚染種子区‥・2．66×105に希釈した大型分生胞子懸濁液を

用いて同様の処理を行った。

6）積雪期間：74日1987年1月1日～3月15日（2

月12日に一時融雪）。

7）発病調査：1987年3月27日に枯死株率と発病度

を調べた。

3　試験結果及び考察

（1）赤かび病に関与する病原菌

東北農試（厨川）におけるコムギ赤かび病の病原菌の割

合は’86年∴87年両年ともダ．抑秘仏毎が全体の約4割を占

めた（表1）。

’86年はコムギの開花から豊熟期が低温・多雨に経過した

ため低温性の病原菌である凡捌毎仇毎が赤かび病の病原に

なったと思われる。しかし，，87年はほぼ平年並みの気温・

降水量であったにも関わらず前年と同じくF．〝加わが分
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表1　東北農試（厨川）におけるコムギ
赤かび病の病原菌

採 集 年
雁 病 棟 数 （％）

F ．加 は Jg　　　　 ダ．ro∫g鋸椚

19 8 6 年 7 1 （3 9．4 ）　　 10 9 （6 0．6 ）

19 8 7 年 15 （3 7．5 ）　　　 25 （6 2．5 ）

離された。今後．タ．丑ねⅦ／gが赤かび病の病原として優先

種になる条件を開場の徴気象まで含めて検討する必要があ

ろう。

（2）種子伝染性試験

圃場における紅色雪腐病の種子伝染性試験の結果は表2

のとおりで表層接種区が最も発病度が高く高濃度，低波風

殺菌種子区の順に低くなり明らかに接種の効果が現れてい

る。発病はほとんど針路〝ね朋地相わによる紅色雪腐病

であり．rノ如〟〃　乃Cdr乃αねによる雪腐褐色小粒菌核病

は番外に若干菌核が見られたが試験区では全く観察されな

かった。70日程度の短い積雪期間ではrγ♪加わSpp．の土

壌伝染による発病は本試験に影響ないと思われる。品種間

差も明確に現れキタカミコムギの枯死率は高くなったが，

ナンブコムギは紅色雪腐病に対してかなり抵抗性が高いこ

とが確認された。更に，高濃度汚染種子区は越冬前の生育

が劣りこれが枯死株率を高くした誘因と考えられる。また，

紅色雪腐病菌は乃朗読打雨滴肌血流（雪腐黒色小粒菌

核病菌）よりも病原力が弱くl）柔が枯死してもCr。Wnが

生き残っていれば再生してくる場合が多い。しかし，本試

験の種子表面に菌を付着させた場合はCrownまで侵害さ

れ枯死した株が多かった。

松田ら3）は青森県南部地域において年次により雪腐病に

関与する病原菌が大きく変動していると報告しているが，

これに紅色雪腐病の種子伝染が関連していると考えること

もできる。更に，夏期の赤かび病の菌種割合を調査したり，

又は気象データから推定できれば紅色雪腐病の発生予察も

可能性がないわけではない。そのためには，F．如M由の

土壌中での生存・子のう穀の形成の有無など生活環を明ら

かにし発生生態を解明する必要がある。

表2　コムギ紅色雪腐病の種子伝染性試験

供 試 品 種

F ．期毎αね の処理

キタカ ミコムギ ナンブコムギ

悪 霊 発病度か 琵 笠　 発病皮

殺　 菌　 種　 子　 区 14　　　 14．6 8　　　　 8．0

低濃度汚染種子区 66　　　 76．0 13　　 16．7

高濃度汚染種子区 92　　　 96．0 4 3　　　 44．6

表　 層　 接　 種　 区 95　　　 95．3 59　　　 69．0

ごく発病指数b）×当該株数）
調査株数×3

b）発病指数　0…健全

1・‥50％以下の葉が枯死

2…50％以上の葉が枯死

3…枯死

4　ま　　と　　め

1986年夏期にコムギ赤かび病確病穂から分離されたfL

那肌流用打直M南は積雪下で紅色雪腐病菌として働くこと

が明らかになり，紅色雪腐病は年次によっては種子伝染す

ることが推察され，本菌の伝染環の一部が解明された。
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